
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
、
そ
の
当
時
〃
蘭
癖
大
名
″
と
呼
ば
れ
た
筑
前
黒
田
藩
藩
主
黒
田
長
薄
に
よ
っ
て
、
福
岡
市
内
の
土
手
（
ど
て
）
町

に
〃
賛
生
館
″
と
い
う
医
学
校
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
の
緒
方
洪
庵
に
蘭
学
を
学
ん
だ
武
谷
祐
之
（
別
名
椋
亭
“
り
ょ
う
て
い
）
が
頭
取

と
し
て
采
配
を
ふ
る
い
、
付
属
の
診
療
所
（
こ
の
診
療
所
が
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
福
岡
医
科
大
学
に
発
展
し
て
い
っ
た
）
に
お
い
て
漢
洋
折
衷
の

医
学
を
実
践
し
ま
し
た
。
一
時
福
岡
藩
の
廃
藩
に
よ
り
廃
校
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
賛
生
館
所
属
の
医
師
で

あ
っ
た
前
田
凌
海
、
百
武
萬
里
、
有
吉
周
平
、
香
江
誠
、
吉
富
洞
雲
、
河
嶋
養
林
ら
六
名
で
、
市
内
赤
坂
門
に
新
し
く
修
猷
館
医
学
所
兼
併

置
診
療
所
を
開
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
も
経
営
難
に
陥
っ
た
た
め
、
県
当
局
に
医
学
校
再
開
を
建
議
し
た
と
こ
ろ
、
那
珂
川
河
畔
の
博
多

中
島
町
（
現
在
の
中
洲
）
の
岡
新
地
に
あ
っ
た
福
岡
藩
精
錬
所
跡
地
を
授
け
ら
れ
、
こ
こ
に
仮
校
舎
を
建
て
院
長
に
長
崎
よ
り
西
川
黙
蔵
を
迎

え
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
開
院
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

授
や
卒
業
生
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

現
在
の
九
州
大
学
医
学
部
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
○
三
）
に
創
設
さ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
福
岡
の
地
に
国
立
の
医
科
大
学
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
中
心
に
、
そ
の
創
立
の
最
大
の
功
績
者
で
あ
る
大
森
治
豊
の
事
績
と
、

東
京
大
学
と
京
都
大
学
に
続
い
て
日
本
で
三
番
目
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
九
州
帝
国
大
学
が
輩
出
し
た
医
学
史
上
に
輝
け
る
業
績
を
残
し
た
教

特
別
講
演
Ⅱ

九
州
大
学
医
学
部
の
誕
生
と
関
連
医
史
学
資
料
に
つ
い
て曽

田
豐
二

八r一r一
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明
治
一
○
年
二
八
七
七
）
に
は
そ
の
隣
地
に
医
学
校
を
併
設
し
た
県
立
福
岡
医
学
校
病
院
を
新
築
し
、
岐
阜
に
転
出
し
た
西
川
黙
蔵
の
後

任
に
東
大
（
正
式
に
は
東
京
医
学
校
）
出
身
の
大
河
内
和
（
か
ず
）
を
病
院
長
と
し
て
招
聰
し
ま
し
た
。
日
本
で
最
初
の
理
学
博
士
と
な
っ
た
名

古
屋
出
身
の
伊
藤
圭
介
を
大
伯
父
に
持
っ
た
大
河
内
和
に
よ
っ
て
、
初
め
て
福
岡
の
地
に
ド
イ
ツ
医
学
が
導
入
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
一
二
年
に
は
、
人
痘
種
痘
で
知
ら
れ
る
秋
月
藩
医
緒
方
春
朔
の
縁
戚
に
あ
た
る
香
江
誠
が
福
岡
医
学
校
校
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

明
治
一
六
年
、
甲
種
医
学
校
（
こ
こ
を
卒
業
す
る
と
試
験
に
合
格
せ
ず
と
も
開
業
で
き
た
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
教
師
四
名
が
医
学
士
で
あ
る

必
要
が
あ
っ
た
）
に
昇
格
す
べ
く
、
東
京
大
学
医
学
部
と
改
称
し
て
か
ら
初
め
て
の
医
学
士
と
な
っ
た
一
八
名
の
中
か
ら
、
山
形
県
上
山
（
か

み
の
や
ま
）
出
身
の
大
森
治
豊
と
周
防
岩
国
出
身
の
熊
谷
玄
旦
の
二
名
を
採
用
し
た
の
で
す
。
主
と
し
て
大
森
が
外
科
を
、
熊
谷
が
内
科
を
分

担
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
一
六
年
に
院
長
の
大
河
内
が
急
逝
し
た
た
め
、
こ
の
大
森
治
豊
が
院
長
職
を
引
き
継
ぎ
、
東
大
か
ら
新
た
に
池

田
陽
一
学
士
と
榎
本
与
七
郎
学
士
を
迎
え
再
出
発
し
ま
し
た
。

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
、
画
期
的
な
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
後
に
長
崎
と
熊
本
を
交
え
た
三
つ
巴
の
医
科
大
学
誘
致
合
戦
に
勝
利
す

る
大
き
な
要
因
と
も
な
っ
た
、
本
邦
初
の
邦
人
の
手
に
よ
る
帝
王
切
開
術
の
成
功
で
す
。
東
大
に
御
雇
外
科
教
師
と
し
て
来
日
し
た
恩
師
シ

ュ
ル
ッ
（
弓
岸
の
冒
艀
官
一
国
の
）
譲
り
の
〃
ア
ゼ
プ
チ
ッ
ク
ヒ
ル
ル
ギ
ー
〃
を
駆
使
し
て
、
母
子
と
も
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
日

時
は
明
治
一
八
年
四
月
二
八
日
で
あ
り
、
翌
年
の
中
外
医
事
新
報
誌
上
に
医
学
士
大
森
治
豊
な
ら
び
に
池
田
陽
一
供
述
〃
ポ
ル
ロ
ー
国
帝
裁

開
術
〃
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
術
の
成
功
に
よ
り
県
立
福
岡
医
学
校
病
院
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
大
森
の

手
術
の
腕
は
神
技
に
近
い
」
と
ま
で
の
評
価
を
得
た
の
で
し
た
。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
、
大
森
は
「
心
腹
切
解
一
百
例
」
（
す
な
わ
ち
こ
れ
は
帝
王
切
開
を
含
め
た
開
腹
術
の
こ
と
で
す
が
）
こ
の
功
績
に
よ

り
、
帝
王
大
学
評
議
会
の
推
薦
を
得
て
佐
藤
三
吉
や
北
里
柴
三
郎
等
と
と
も
に
、
第
二
回
の
医
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
折
か
ら
明
治
政
府
が
府
県
立
医
学
校
廃
止
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
、
福
岡
医
学
枝
は
明
治
二
一
年
、
遂
に
廃
校
に
追
い

込
ま
れ
、
医
学
校
病
院
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
外
科
医
と
し
て
の
大
森
の
名
声
も
味
方
し
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一
方
、
県
立
病
院
の
発
展
と
共
に
、
中
洲
の
地
で
は
病
院
が
手
狭
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
新
天
地
へ
移
転
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
生
じ
て

き
ま
し
た
。
大
森
ら
は
、
将
来
の
国
立
医
科
大
学
誘
致
を
視
野
に
入
れ
た
新
病
院
建
設
を
企
画
立
案
し
、
つ
い
に
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
、

現
在
の
地
（
当
時
は
千
代
村
堅
粕
東
松
原
、
通
称
千
代
の
松
原
）
に
、
病
院
内
電
話
交
換
台
、
ま
た
画
期
的
と
も
言
う
べ
き
〃
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ

ー
テ
ィ
ン
グ
〃
を
も
備
え
た
、
当
時
と
し
て
は
最
新
鋭
の
病
院
を
建
設
、
移
転
し
た
の
で
す
。
後
の
明
治
三
八
年
に
東
京
大
学
か
ら
赴
任
し

た
内
科
学
の
武
谷
廣
助
教
授
は
、
〃
東
大
に
も
、
こ
の
よ
う
な
最
新
鋭
の
設
備
は
な
い
〃
と
驚
嘆
し
た
と
い
い
ま
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
大
森
は
よ
く
上
京
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
う
い
う
機
会
に
日
本
外
科
学
の
大
恩
人
で
あ
る
ス
ク
リ
バ

（
旨
冒
の
ｍ
３
ｇ
）
の
門
下
生
と
会
す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
学
会
設
立
が
発
起
さ
れ
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九

九
）
に
日
本
外
科
学
会
が
創
立
さ
れ
た
の
で
す
。

さ
て
明
治
三
○
年
代
に
な
り
、
東
大
、
京
大
に
続
く
第
三
番
目
の
総
合
大
学
設
置
の
方
針
を
政
府
が
打
ち
出
す
と
、
そ
の
準
備
段
階
と
し

て
〃
国
立
の
医
科
大
学
を
何
処
に
設
置
す
る
か
〃
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
九
州
で
も
長

崎
、
熊
本
と
福
岡
の
三
都
市
の
あ
い
だ
で
激
し
い
誘
致
合
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
〃
医
科
大
学
の
福
岡
設
置
〃
を
力
説
す
る
地
元
紙
の
福
岡
日
々

新
聞
や
地
元
財
界
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
、
最
終
的
に
は
大
森
治
豊
が
手
塩
に
か
け
て
創
り
上
げ
た
「
福
岡
県
立
病
院
の
設
備
と
実
績
」

が
決
め
手
と
な
っ
て
、
明
治
三
六
年
（
一
八
九
九
）
三
月
二
四
日
、
医
科
大
学
設
立
の
勅
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
「
京
都
帝
国
大
学

に
第
一
医
科
大
学
と
第
二
医
科
大
学
を
置
き
、
第
二
医
科
大
学
は
こ
れ
を
福
岡
に
設
置
す
る
」
旨
の
勅
令
で
あ
り
、
翌
三
月
二
五
日
つ
い
に

て
か
、
付
属
病
院
は
県
に
移
管
さ
れ
、
大
森
院
長
の
も
と
で
県
立
福
岡
病
院
と
し
て
存
続
し
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
大
森

は
、
福
岡
へ
の
医
科
大
学
誘
致
と
い
う
大
望
を
胸
に
、
県
立
福
岡
病
院
を
い
つ
で
も
そ
の
ま
ま
医
科
大
学
に
昇
格
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
日
本

一
の
最
新
鋭
病
院
に
す
べ
く
、
病
院
経
営
に
心
血
を
注
い
で
い
っ
た
の
で
し
た
。
そ
う
し
て
次
第
に
大
森
ら
首
脳
陣
の
尽
力
に
よ
り
着
実
に

実
績
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
県
議
会
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
県
病
院
廃
止
論
も
影
を
潜
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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待
望
の
〃
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
″
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
そ
れ
は
幕
末
の
慶
応
三
年
に
福
岡
藩
の
藺
方
医
が
結
集
し
て
藩
医
学
校

〃
賛
生
館
″
を
設
置
し
て
か
ら
三
六
年
目
の
こ
と
で
し
た
。

明
治
三
六
年
四
月
一
日
、
大
森
学
長
の
も
と
外
科
（
担
当
大
森
教
授
）
、
内
科
（
担
当
熊
谷
教
授
）
、
解
剖
（
大
沢
岳
太
郎
教
授
、
東
大
兼
任
）
、

眼
科
（
臨
時
代
理
）
の
四
講
座
で
開
学
さ
れ
ま
し
た
。
大
森
学
長
は
、
各
講
座
の
主
任
教
授
を
主
と
し
て
東
大
か
ら
招
聰
す
る
と
と
も
に
、
全

国
の
旧
制
高
校
か
ら
秀
才
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
き
ま
し
た
。
新
任
教
授
連
は
い
ず
れ
も
欧
州
に
留
学
し
、
最
新
の
知
識
や
斬
新
な
方
法
論
を
持

ち
帰
っ
た
新
進
気
鋭
の
学
者
で
あ
り
、
教
育
面
だ
け
で
は
な
く
創
生
期
の
医
科
大
学
に
あ
っ
て
先
駆
的
な
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
創
設
者
大
森
治
豊
初
代
学
長
の
最
大
の
功
績
と
言
え
る
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

創
生
期
の
教
授
の
な
か
で
、
医
学
史
上
に
残
る
偉
大
な
業
績
を
成
し
た
人
物
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

東
大
を
明
治
二
三
年
に
卒
業
し
た
衛
生
学
の
宮
入
慶
之
助
は
、
明
治
三
七
年
に
教
授
に
就
任
し
て
い
ま
す
が
、
「
日
本
住
血
吸
虫
」
の
研
究

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
研
究
を
残
し
て
い
ま
す
。
後
に
〃
宮
入
貝
″
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
巻
き
貝
が
こ
の
住
血
吸
虫
の
中
間
宿
主
で
あ
る
こ
と

を
突
き
と
め
、
日
本
住
血
吸
虫
発
育
史
上
の
重
要
な
発
見
を
な
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
駆
除
す
る
こ
と
で
筑
後
川
流
域
の
住
血
吸
虫
症
を
防

止
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
鳥
栖
市
郊
外
に
筑
後
川
流
域
の
市
町
村
の
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
建
立
し
た
、
宮
入
の
偉
業
を
讃
え

を
突
き
と
め
、
日
本
住
血
吸
虫
発
育
市

止
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
烏
垂

る
学
勲
碑
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
森
学
長
が
外
科
学
を
分
担
さ
せ
る
た
め
に
招
聰
し
た
の
が
、
明
治
二
四
年
東
大
卒
業
の
徳
島
県
出
身
の
三
宅
速
で
す
。
明
治
三
七
年
に

外
科
学
第
二
の
教
授
と
し
て
着
任
し
て
い
ま
す
。
東
大
ス
ク
リ
バ
門
下
で
、
日
本
人
と
し
て
最
初
に
こ
の
福
岡
の
地
に
お
い
て
開
頭
手
術
を

行
っ
た
り
脊
髄
腫
瘍
を
摘
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
ピ
ル
ロ
ー
ト
の
高
弟
で
あ
っ
た
ミ
ク
リ
ッ
ッ
の
外
科
学
を
日
本
に
移
入
し
た
、
日
本

外
科
学
の
泰
斗
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
す
。
大
正
時
代
に
来
日
し
た
ア
シ
ョ
ッ
フ
を
し
て
驚
嘆
せ
し
め
た
と
い
う
膨
大
な
胆
石
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
教
室
の
大
火
に
て
失
っ
て
お
り
ま
す
が
、
胆
石
症
や
胃
癌
に
関
す
る
重
要
な
著
書
を
残
し
て
い
ま
す
。

相
対
性
理
論
で
知
ら
れ
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
交
友
も
有
名
で
、
故
郷
徳
島
県
穴
吹
町
の
菩
提
寺
の
墓
碑
に
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
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か
ら
寄
せ
ら
れ
た
追
悼
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
一
内
科
の
始
祖
稲
田
龍
吉
は
、
明
治
三
八
年
に
着
任
し
て
い
ま
す
。
稲
田
は
明
治
三
三
年
に
東
大
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
青
山
胤
通
教
授

門
下
に
入
り
、
二
年
後
に
は
新
設
予
定
の
福
岡
医
科
大
学
の
教
授
候
補
と
し
て
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
帰
朝
す
る
と
す
ぐ
に

福
岡
医
科
大
学
内
科
学
第
一
の
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
福
岡
に
赴
任
し
て
初
め
て
筑
豊
の
炭
坑
を
中
心
に
多
発
す
る
ワ
イ
ル
氏
病

に
接
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
福
岡
医
科
大
学
の
第
二
回
卒
業
で
後
に
第
一
内
科
の
後
継
者
と
な
る
井
戸
泰
の
協
力
を
得
て
、
ワ
イ

ル
氏
病
の
病
原
体
で
あ
る
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
月
二
○
日
に
開
催
さ
れ
た
福
岡
医
科

大
学
集
談
会
の
席
で
、
「
ワ
イ
ル
氏
病
病
原
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
（
一
新
種
）
確
定
に
関
す
る
予
報
」
と
題
し
て
、
病
原
体
発
見
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
同
年
九
月
に
は
、
『
日
新
医
学
」
誌
上
に
〃
日
本
黄
疸
出
血
性
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
病
（
い
わ
ゆ
る
ワ
イ
ル
氏
病
、
熱
性
黄
疸
、
黄
疸
疫
）
論
″

と
い
う
論
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
後
に
ワ
イ
ル
氏
病
発
見
の
優
先
権
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
起
こ
り
、
ウ
ー
レ
ン
フ
ー
ト
ａ
三
①
ロ
冒
言
）
の

論
文
発
表
に
先
立
っ
た
非
の
打
ち
所
の
な
い
完
壁
な
論
文
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
七
年
に
恩
師
青
山
胤
道
教
授
の
後
継
者
と
し
て
九

大
を
離
れ
、
東
大
に
転
出
し
て
お
り
ま
す
。
大
正
一
三
年
に
、
稲
田
が
、
米
国
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
を
訪
れ
た
時
に
は
、
野
口
英
世

が
懇
切
に
研
究
所
内
を
隅
々
ま
で
案
内
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
お
（
大
正
六
年
）
、
各
分
離
株
を
比
較
検
討
し
た
野
口
英
世
が
、
稲
田
が

発
見
し
た
〃
黄
痘
出
血
性
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
〃
は
そ
の
形
態
学
的
特
徴
か
ら
「
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
た
こ
と
か
ら
、

以
後
「
黄
疸
出
血
性
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
Ｐ
①
頁
○
ｍ
目
目
鼻
閏
○
房
目
Ｏ
ｑ
ｇ
四
四
①
）
が
国
際
用
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
医
科
大
学
初
代
病
理
学
教
授
の
中
山
平
次
郎
は
明
治
三
三
年
に
東
大
を
卒
業
し
、
三
浦
守
治
教
授
と
山
際
勝
三
朗
教
授
が
い
た
東
大

病
理
学
教
室
を
経
て
、
途
中
欧
州
留
学
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
三
九
年
（
一
九
○
六
）
に
病
理
学
教
室
に
着
任
し
て
い
ま
す
。
中
山
教
授
は

古
来
よ
り
国
際
都
市
と
し
て
栄
え
て
き
た
博
多
の
歴
史
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
病
理
学
的
な
研
究
手
法
を
歴
史
研
究
に
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
「
古
代
の
博
多
」
な
ど
の
考
古
学
的
な
論
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
々
の
画
期
的
な
成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き

は
、
従
来
架
空
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
袖
の
湊
（
そ
で
の
み
な
と
）
」
の
実
在
を
証
明
し
か
つ
そ
の
位
置
を
推
定
し
た
こ
と
と
、
通
説
を

259 (27）



覆
し
て
鴻
濾
館
が
旧
福
岡
城
跡
内
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
で
す
。
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
次
第
に
そ
の
遣
構
が
確
認
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
遣
跡
公
園
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
兄
の
中
山
森
彦
も
、
明
治
四
○
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
、
軍
医
中
佐
（
の
ち
に
少
将
）
の
ま

ま
で
福
岡
医
科
大
学
教
授
と
し
て
外
科
学
第
二
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。

耳
鼻
科
の
創
始
者
久
保
猪
之
吉
は
、
明
治
四
○
年
に
教
授
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
久
保
は
歌
人
と
し
て
も
有
名
で
す
が
、
久
保
の
医
学
面

で
の
第
一
の
功
績
は
耳
鼻
咽
喉
科
学
の
第
一
人
者
と
し
て
気
管
食
道
直
達
鏡
検
査
手
技
を
日
本
に
移
入
し
た
こ
と
で
す
。
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ィ

ブ
ル
グ
大
学
に
留
学
し
た
久
保
は
、
気
管
支
鏡
検
査
の
開
祖
と
も
い
う
べ
き
キ
リ
ア
ン
教
授
（
園
三
目
）
に
師
事
し
、
直
達
鏡
検
査
を
習
得
し

帰
朝
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
後
述
す
る
久
保
記
念
館
に
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
の
ク
ス
マ
ウ
ル
員
屋
朋
目
ｍ
ｅ
が
考
案
し
た
食
道
直
達
鏡

が
、
そ
の
も
の
で
は
な
く
複
製
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
国
で
は
戦
禍
で
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
貴
重
な
所
蔵
品
と
な

っ
て
い
ま
す
。
以
後
、
福
岡
医
科
大
学
は
日
本
に
お
け
る
気
管
食
道
科
学
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。
学
術
的
に
も
久
保
は
、
音
声
学
、
聴
覚
学
や
平
衡
神
経
科
学
な
ど
の
耳
鼻
咽
喉
科
関
連
領
域
に
お
い
て
、
先
鞭
を
付
け
て
き
て
い
ま
す

が
、
最
大
の
功
續
は
医
学
博
物
館
と
し
て
「
久
保
記
念
館
負
号
○
‐
三
尾
の
①
匡
日
）
」
を
後
世
に
残
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
か
ね
て
よ
り
医
学
博
物

館
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
久
保
の
信
念
を
、
具
現
化
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
い
ま
で
こ
そ
全
国
的
に
医
学
博
物
館
が
で
き
て
い
ま
す
が
、

当
時
（
昭
和
二
年
）
と
し
て
は
あ
る
意
味
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
九
州
大
学
が
世
界
に
誇
り
う
る
貴
重
な
文
化
遣
産
と
言
え
ま
す
。
医
史

学
資
料
の
重
要
性
を
見
抜
い
て
、
そ
れ
ら
の
蒐
集
保
存
を
い
ち
早
く
行
っ
て
い
っ
た
久
保
猪
之
吉
の
卓
見
と
先
見
の
明
に
は
、
た
だ
た
だ
感

心
房
壁
寄
り
に
存
在
す
る
房
室
結
節
に
「
田
原
結
節
」
と
し
て
そ
の
名
を
残
す
田
原
淳
（
す
な
お
）
が
、
福
岡
医
科
大
学
病
理
学
第
二
の
教

授
と
し
て
着
任
し
た
の
は
明
治
四
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
草
創
期
の
教
授
と
し
て
は
最
後
の
教
授
と
な
り
ま
す
。
大
分
県
東
国
東
郡
安
岐
村

瀬
戸
田
で
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
生
ま
れ
、
一
五
歳
で
親
戚
に
あ
た
る
中
津
の
田
原
家
の
養
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
三
四
年
（
一
九

○
一
）
に
東
大
を
卒
業
し
、
土
肥
慶
蔵
の
皮
膚
科
と
入
沢
達
吉
の
内
科
学
教
室
で
学
ん
だ
後
、
翌
年
中
津
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
明
治
三
六
年
欧

心
す
る
ば
か
り
で
す
。
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州
留
学
に
出
発
し
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
（
冨
閂
冒
晶
）
大
学
に
赴
き
、
ド
イ
ツ
病
理
学
会
の
碩
学
で
あ
っ
た
ア
シ
ョ
ッ
フ
Ｐ
且
言
侭
嚴
ｏ
ｇ
ｓ
の

門
を
叩
い
て
い
ま
す
。
ア
シ
ョ
ッ
フ
か
ら
課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
た
心
臓
か
ら
多
く
の
標
本
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、
日
夜
を
問
わ
ず
顕
微
鏡

を
覗
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
心
筋
細
胞
の
刺
激
の
流
れ
を
調
べ
る
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、

遂
に
「
刺
激
伝
導
系
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
一
九
○
六
年
グ
ス
タ
フ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
社
か
ら
二
○
○
頁
に
及
ぶ
ド

イ
ツ
語
論
文
日
四
の
両
四
Ｎ
匡
冒
畠
の
暑
の
討
冒
号
の
留
侭
畠
①
号
の
忌
自
の
］
を
上
梓
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
肉
筆
草
稿
は
現
在
の
医
学
部
図
書

館
の
展
示
室
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
帰
国
す
る
と
帰
国
中
の
船
上
で
知
遇
を
得
た
福
岡
医
科
大
学
病
理
学
の
中
山
平
次
郎
教
授

の
招
聰
を
受
け
て
、
助
教
授
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
明
治
四
一
年
二
九
○
八
）
に
病
理
学
第
二
の
教
授
に
昇
任
し
、
病
理
学
を
分
担
し

て
し
ま
す
。
以
後
「
刺
激
伝
導
系
」
の
研
究
は
、
田
原
と
東
大
の
同
級
生
で
あ
っ
た
生
理
学
の
石
原
誠
教
授
（
明
治
三
九
年
教
授
任
命
）
が
受

け
継
ぎ
、
生
理
学
の
面
か
ら
田
原
説
を
証
明
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

福
岡
医
科
大
学
の
草
創
期
、
海
外
留
学
か
ら
帰
朝
し
最
新
の
知
識
や
方
法
論
を
持
ち
帰
っ
た
教
授
連
と
、
全
国
の
旧
制
高
校
か
ら
寄
り
集

ま
っ
た
優
秀
な
学
生
と
は
非
常
に
親
密
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
教
授
は
世
界
的
な
仕
事
を
成
し
親
密
に
学
生
を
指
導
す
る
こ
と
で
、
そ
し

て
、
学
生
は
そ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
で
「
新
設
の
医
科
大
学
を
盛
り
立
て
て
行
こ
う
！
」
と
い
う
気
概
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
他
の
医
科

大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
傾
向
を
作
り
出
し
た
の
で
し
た
。
在
学
中
か
ら
何
か
し
ら
の
テ
ー
マ
を
貰
い
、
余
暇
を
生
か
し
て
各
教
室
の

研
究
室
を
利
用
し
研
究
を
進
め
、
学
生
と
し
て
論
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
福
岡
と
い
う
地
方
の
（
そ
の
当
時
は
）
小
都
市
に
あ
っ

た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
新
設
医
科
大
学
に
お
い
て
学
問
を
す
る
に
も
人
物
を
養
成
す
る
に
も
有
利
に
働
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
か
く
し
て
明
治
四
○
年
二
九
○
七
）
三
一
月
三
一
日
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
新
進
気
鋭
の
鐸
々
た
る
教
授
連
の
指
導
を
受
け
、

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
の
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
五
八
名
の
医
学
士
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
全
国
の
旧
制
高
等
学
校
か
ら
、
「
我
々
の

手
で
九
大
（
福
岡
医
科
大
学
）
を
興
さ
ん
！
」
と
い
う
大
志
を
抱
い
て
入
学
し
て
き
た
学
生
で
し
た
。

「
予
は
福
岡
を
以
っ
て
墳
墓
の
地
と
な
さ
ん
」
と
の
堅
い
決
意
を
も
っ
て
福
岡
に
赴
任
し
、
幾
多
の
苦
難
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
つ
い
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に
は
福
岡
の
地
に
国
立
の
医
科
大
学
を
創
設
し
た
大
森
治
豊
が
よ
く
口
に
し
た
言
葉
が
「
田
舎
で
盛
名
を
挙
ぐ
る
は
真
の
士
な
り
」
で
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
後
に
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
の
外
科
学
教
授
と
な
っ
た
赤
岩
八
郎
や
後
藤
七
郎
が
い
ま
す
が
、
世
界
的
に
名
前
が
知
ら
れ
て

い
る
の
が
〃
甲
状
腺
の
橋
本
病
″
を
報
告
し
た
橋
本
策
（
は
か
る
）
で
す
。
医
学
領
域
に
お
い
て
、
日
本
人
の
名
前
が
冠
名
（
智
○
昌
日
）
と
し

て
残
っ
て
い
る
、
数
少
な
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
三
重
県
の
伊
賀
上
野
出
身
の
橋
本
は
、
卒
業
と
同
時
に
三
宅
速
が
主
宰
し
て
い
た
外
科

学
第
一
に
入
局
し
て
い
ま
す
。
三
宅
教
授
の
指
導
の
も
と
に
、
当
時
三
宅
教
室
に
保
存
し
て
い
た
摘
出
標
本
の
中
か
ら
特
異
な
組
織
像
を
呈

す
る
甲
状
腺
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
大
正
元
年
（
一
九
二
一
）
に
ド
イ
ツ
の
医
学
雑
誌
（
尽
侭
①
号
の
、
爵
障
の
亘
ぐ
昔
『
ｇ
冒
値
の
）
に

「
リ
ン
パ
性
甲
状
腺
腫
（
陣
昌
目
四
毎
日
ｇ
ｏ
日
胃
○
の
巴
」
と
し
て
発
表
し
た
の
で
す
。
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
偉
業
で
あ
り
、
こ
の
橋
本
策
の

偉
業
を
顕
彰
す
る
意
味
も
含
め
て
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
「
橋
本
病
発
見
八
○
周
年
」
を
記
念
す
る
講
演
会
が
、
内
外
か
ら
多
く
の
参

加
者
を
集
め
て
医
学
部
構
内
の
中
央
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

医
学
史
の
領
域
で
も
九
州
大
学
医
学
部
は
先
賢
学
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
小
川
政
修
（
お
が
わ
‐
ま
さ
な
が
）
は
教
授
と
し
て
、
九
州
帝
国

大
学
卒
の
阿
知
波
五
郎
（
あ
ち
わ
‐
ご
ろ
う
）
、
三
木
栄
（
み
き
‐
さ
か
え
）
や
岩
熊
哲
（
い
わ
く
ま
‐
と
ほ
る
）
ら
は
、
在
野
の
研
究
家
と
し
て
貴

重
な
業
績
を
残
し
、
ま
た
医
史
学
会
に
お
い
て
も
重
き
を
な
し
て
い
ま
し
た
。
三
木
栄
の
主
要
著
書
と
し
て
は
『
体
系
世
界
医
学
史
」
、
『
朝

鮮
医
学
史
及
疾
病
史
」
、
『
人
類
医
学
年
表
‐
古
今
東
西
対
照
（
阿
知
波
と
の
共
著
Ｅ
が
あ
り
、
阿
知
波
の
著
書
と
し
て
は
『
近
代
日
本
外
科
学

の
成
立
ｌ
わ
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響
」
、
『
ヘ
ル
マ
ン
ー
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
そ
の
生
涯
、
思
想
わ
が
藺
医
学
へ
の
影

響
」
、
「
京
都
の
医
学
史
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

岩
熊
は
故
郷
直
方
に
杏
仁
医
館
を
構
え
て
診
療
に
従
事
し
な
が
ら
、
医
学
史
研
究
を
行
い
『
解
体
新
書
を
中
心
と
す
る
解
剖
書
誌
』
、
『
医

学
史
論
考
」
を
上
梓
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
大
学
医
学
部
同
窓
会
誌
で
あ
っ
た
「
九
大
医
報
」
に
〃
杏
仁
医
館
随
筆
″
を
連
載
さ
れ
、

医
学
史
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
（
昭
和
一
八
年
急
逝
、
享
年
四
五
歳
）
。

大
正
二
年
二
九
一
三
）
、
衛
生
学
の
宮
入
教
授
の
後
を
引
き
継
い
で
細
菌
学
（
当
初
は
衛
生
学
の
一
分
野
で
あ
っ
た
）
教
授
と
な
っ
た
の
が
、
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過
程
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
治
三
六
年
に
東
大
を
卒
業
し
た
小
川
政
修
（
ま
さ
な
が
）
氏
で
す
。
細
菌
学
界
で
は
寄
生
原
虫
学
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
、
大
正
七
年
（
一

九
一
八
）
に
出
版
し
た
「
住
血
原
虫
論
』
は
名
著
と
評
価
さ
れ
、
野
口
英
世
も
絶
賛
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
史
学
研
究
家
と
し
て
も

有
名
で
す
。
九
州
大
学
を
定
年
退
官
後
は
、
東
大
に
あ
っ
て
西
洋
医
学
史
を
講
義
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は
ま
さ
に
シ
ー
ゲ
リ
ス
ト
命
侭
田
‐

風
）
の
「
医
学
史
を
骨
董
視
せ
ず
こ
れ
を
思
想
史
と
し
て
取
り
扱
う
時
、
若
き
医
学
者
の
養
成
上
に
大
な
る
意
義
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
実

践
に
移
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
大
で
行
っ
た
一
連
の
講
義
を
も
と
に
上
梓
し
た
の
が
『
西
洋
医
学
史
」
で
す
。

最
近
再
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
「
パ
ラ
ケ
ル
ズ
ス
（
顧
国
８
］
の
尻
）
」
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
も
小
川
氏
の
功
績
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
氏
は
、
医
学
の
進
歩
に
大
き
く
貢
献
し
た
先
哲
が
著
し
た
医
学
書
の
医
史
学
資
料
と
し
て
の
重
要
性
を
見
抜
き
、
現
在
で
は
本
国
に
も

残
存
し
て
い
な
い
よ
う
な
貴
重
な
医
学
害
を
蒐
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
端
が
、
医
学
部
付
属
図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス

の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
で
あ
り
、
パ
レ
の
『
パ
レ
全
集
」
で
あ
り
ま
す
。
細
菌
学
教
室
の
図
書
室
に
は
、
氏
が
〃
先
見
の
明
で
〃
蒐
集
し
た
貴

重
書
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
氏
の
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
書
誌
学
的
研
究
を
行
っ
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
古
往
今
来
、
斯
学
の
進
歩
発
達
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
単
な
る
操
作
や
研
究
方
法
の
改
変
の
み
に
よ
っ
て
成
就
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
肝
要
な
る
は
、
卓
抜
な
る
精
神
と
繊
密
な
る
思
想
で
あ
る
。
こ
の
精
神
と
思
想
こ
そ
能
く
斯
学
の
真
義
を
発
揚
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
如
実
に
示
す
も
の
は
即
ち
歴
史
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
小
川
氏
が
「
西
洋
医
学
史
」
の
結
語
と
し
て
掲
げ
た
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
（
緒
方
洪

庵
が
〃
フ
ェ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
西
匡
壁
曾
己
″
の
著
書
を
翻
訳
し
た
も
の
）
」
の
一
節
で
す
。

医
史
学
研
究
の
基
本
理
念
は
、
ま
さ
に
こ
の
一
節
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
、
京
都
帝
国
大
学
に
付
属
し
た
単
科
の
医
科
大
学
と
し
て
始
ま
っ
た
福
岡
医
科
大
学
が
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
に
昇
格
し
て
い
く

（
福
岡
県
大
学
名
誉
教
授
／
西
福
岡
病
院
顧
問
）
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